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琉球王国時代から今日に至るまでの沖縄の食文化は，第二次世界大戦時の地上戦という文化・生
活の崩壊のあと，戦後アメリカ統治下における高度経済成長，日本本土復帰さらに観光化を経て復
興した。それは，琉球の食文化・琉球料理の保存，そして次代へと沖縄の料理を発展させるための
意識的な再定義の結果でもあった。

食生活を知る上で，食文化としての動物性蛋白質の摂取は非常に重要である。しかし，豚肉・魚
介類をはじめとする豊富な食材でイメージされがちな沖縄の食文化だが，その実態について復帰前
の 1967 年に琉球政府文化財保護委員会が文部省文化財保護委員会立案の民俗資料緊急調査手引に
沿って実施した調査の報告や，戦争を生きのび戦後を生きた生活者の回想を見ると，肉・魚など動
物性蛋白質の摂取があまりにも書かれていない。豚肉は沖縄の食文化において儀礼的にも栄養的に
もたしかに重要な食材だったが，それは決して豊富な日常の食材ではなく，実際に口にできる機会
は年に 1・2 度の行事に限られていたのである。高度な漁業も未発達で，海沿いの集落であっても
実態は手伝いかつ娯楽として，海を歩いて素手での漁獲だった。魚料理もその程度のものだった。

当地の食文化を知るための資料として，1960 年代～ 70 年代にかけて刊行された料理本を分析す
る。これらの料理本は，沖縄戦で崩壊した文化と生活が復興する日本本土復帰前・後の時期におい
て，戦争を生きのび戦後を生きた琉球料理の研究家・料理家たちが使命感を抱いて，琉球料理を復
活させ書き残した成果である。「沖縄風」を含む標準語訳の試みも共有のために不可欠だった。し
かし戦後に出現し今日までに当たり前となった料理は，これらの料理本の中に現れない。

本稿で見た食文化は，長寿県としての沖縄を支えていた世代の食生活であるが，戦後の沖縄の料
理は変容を遂げ，新たな要素を取り込みながら拡張し今日に至るのである。
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